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私の文化比較プロジェクトのトピックは日本のアルバイトとメキシコのアルバイ

トとアメリカのアルバイトとを比較することだ。このトピックを選んだ理由は	

三つの国のアルバイトの事情が違うと思うからだ。アメリカの教育制度とメキシ

コの	教育制度と日本の教育制度はとても違うから、大学生のアルバイトも違う

と思う。また、アルバイトをする理由も違うと思う。アルバイトのタイプは少し

同じだと思う。いつアルバイトを探し始めるかとどうアルバイトを探すかを知り

たい。私はメキシコでアルバイトをしたことがないがアメリカでアルバイトをし

たことがある。でも家族	がメキシコでアルバイトをしたことがある。そして、

私はその経験について知りたい。	

日本ではたいてい大学に入学する時に学生	はアルバイトを探し始める。日本の

高校生はとても忙しそうだと思う。いつも、高校生は大学入学試験のために勉強

しなくてはいけないからだ。日本では大学生はアルバイトを探しにオンライン	

求人とかポスターとか新聞	を見る。例えばコンビニとかコールセンターとかレ

ストランのアルバイトだ。また、新聞配達	と居酒屋などもある。スピーキング

アシスタントのダーンさんによると、日本では大学生のアルバイトをする理由は

社会勉強をしたいからだそうだ。アルバイトのお金の使い道は食べ物やビデオゲ



ームや音楽や服などだがある。そして、大学生の６３．７パーセントはアルバイ

トをする。	 アルバイトの時間の平均が週１４．３時間だそうだ。4 年生が１６．

８だそうだ。日本では、アルバイトの時がとても真面目だそうだから、	携帯電

話を使ったり友達と遊ぶことができないそうだ。また、日本では、時々学生は最

初の給料支払小切手をご両親にあげるそうだ。	

日本と違い、アメリカとメキシコでは時々高校の時に学生はアルバイトをしたい

と思っている。これらの国々の高校生は、日本の高校生ほど忙しくないので	 時

間がありアルバイトができる。アメリカと日本にはキャリアセンターがたいてい

あるが、メキシコには少ししかないと思う。また、メキシコではアルバイトを探

すために、友達と家族に聞く。日本とアメリカとメキシコのアルバイトのタイプ

は少し似ているだが、メキシコでは大学生のアルバイトはコンビニだけだ。アメ

リカとメキシコでは大学生は職務経験	をほしいと思う。次に両親からの小遣い	

が少なすぎるからアルバイトをしたがっている。また、メキシコでは多い貧しい

家庭が多いから大学生は家族を手伝うためにアルバイトをする。日本と同じく、

アメリカとメキシコでもアルバイトのお金の使い道は楽しい物	を買うためと思

う。二つの国では、普通アルバイトの場所で時々自由があるから、携帯と電話を

使える。そして、日本と同じく、メキシコでも時々学生は最初の給料支払小切手

をご両親にあげるそうだ。私の意見では、いい習慣と思う。	

次に、特別会話セッションとスピーキングアシスタントとの会話セッションで教

えてもらった。中山真孝さんと安原義博さんとグリーさんとダーンさんと話した。

安原先生によると日本ではアルバイトをしたい人のタイプが二つあるそうだ。お



金が少しあってちょっと困っている人、と楽しいことに使いたい	人だそうだ。

メキシコとアメリカでは同じだ。グリーンさんによると、学生は友達になれるよ

うにアルバイトをしたいそうだ。そして、三つの国の高校生活は違うそうだから、

課外活動も違うそうだ。日本では、いつも大学入学試験のために勉強しているか

ら、普通アルバイトができない。でも、アメリカでは高校生はもっと自由がある

からアルバイトができる。また、ダーンさんによると、大学生活は逆だそうだ。

アメリカと違い、日本では、大学生はたいてい自由時間があるから、多いアルバ

イトができる。次に、アメリカと日本の一番違うことはサービスのことだそうだ。

日本では、客がお客さまになるそうだ。いつも客にとても丁寧に応対したほうが

いいそうだ。メキシコとアメリカではそれは時々少し違うと思う。でも、二つの

国ではチップをあげてもいいが、日本ではそんなことがない。	

結論として、これらの国々の文化は違うからアルバイトのタイプ	も少し違うと

思う。しかし、アルバイトをする理由は、国によって違う。たしかに学生は楽し

い物を買うためにアルバイトをする。しかし、時々	生活が苦しい	からアルバイ

トをしなくてはいけない。日本では、大学生は社会勉強と仕事の経験ために、ア

ルバイトをするそうだ。そして、日本大学生の生活の大切なことだそうだ。でも、

アメリカとメキシコでは、そんなことはたいていあまりし大切じゃない。三つの

国では、アルバイトをすることは有用な経験だそうだ。	

	

	

	
	


